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市内では
どうなっているの？『新型コロナウイルス感染症に関 する緊急対応策』

市議会の議決によって決まった

　PCR検査機器等を導入し、市立
甲府病院の手術を予定している

患者さんや妊婦さんで感染の不安のある方などに
検査を行える体制を整え、安心して受診していた
だける診療体制の強化を図ります。

　全自動の検査機器を購入し、昨年
11月から本稼働を開始しました。こ

の機器は、1回につき1時間半で最大4人分の判定結
果が分かるため、少ない負担でPCR検査が実施でき、
発熱外来や手術前の患者さんの院内感染を防ぐこと
ができています。

緊急対応策

現場の声

　停滞した市内の消費を喚起するために、「新しい生活様式」として
注目されているQRコード決済（PayPay）をお支払いで活用した

場合、利用者に最大30％のPayPayボーナスが付与されます。
1回あたりの付与上限　3,000円相当、1ヵ月の付与上限20,000円相当
キャンペーン実施月：令和2年9月・12月・令和3年1月

　コロナ禍における客数減少の中、
テイクアウト商品を中心とした

厳しい経営状況にあって、キャンペーン実施月に
は、PayPay利用可能店舗の検索によって新規客
の増加につなげることができました。また、PayPay
は、リアルタイムで支払い状況が確認できるため、
安心して利用できるメリットも感じました。

緊急対応策

現場の声

　児童・生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を実施するため、
個別指導等を行う学習指導員や、授業準備や健康管理等に係る補助

などを行うスクールサポートスタッフを配置し、子どもたちの学校生活を支援します。

　学習指導員の配置により、きめ細かな指導ができるようになり、
学習効率の向上につながりました。

　また、スクールサポートスタッフの配置により、
印刷物の準備など事務作業の効率化とともに、教員
が放課後の校内消毒等にかけていた時間を教材研究
や子どもと向き合う時間にあてることができるよう
になりました。教員の負担軽減によって学校現場に
良い影響をもたらしています。

緊急対応策

現場の声

　コロナ禍におけるインフルエンザの流行を防ぎ、医療現場での
混乱防止、子育て世代の経済的負担軽減を図ることを目的に、

子どもと妊婦さんの予防接種費用の一部を助成します。
6か月以上13歳未満の方：2回（各2,500円）
13歳以上の方：1回（2,500円）

　新型コロナウイルス感染拡大で医療機関
がひっ迫しており、予防接種でインフル

エンザの流行を防ぐことは大切です。
　取材にうかがった小児科医院ではこの日、お父さんが
3姉妹を連れて予防接種を受けていました。3人に2回
接種で合計15,000円の負担の軽減になります。子育て
世帯は大助かりです。

緊急対応策

現場の声
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　議会運営の原則や市民と議会、議会と市長との関係等について、議会の基本姿勢を明文化した
ものです。
　その内容は、これまで市議会が積み重ねてきた議会改革の成果を集約したものであり、市民福祉
の向上と市政の発展に寄与することを目的としています。

新ジュエリーブランド
SIMPRICH（シンプリッチ）

［画像提供］
山梨ジュエリープロジェクト
（甲府商工会議所）

甲府市議会「新型コロナウイルス感染対策特別委員会」が

　10月7日・8日の2日間にわたり甲府
商工会議所と意見交換を行いました。
　甲府商工会議所の各部会担当者から、
感染拡大による市内事業者等への影響や、
どのような支援が求められているのか
などをお聞きし、意見交換を行いました。
　いただいたご意見・ご要望に対し、どの
ような対応ができるのか委員会で検討
し、今後に生かしてまいります。

甲府市議会は、
を

　様々な権限が地方公共団体に移譲される中、地方議会が担う役割も大きくなっています。
　市民に開かれた議会の推進をはじめとした議会改革の動きを継続させていくため、議会活動の
理念や様々な議会改革の取組をルール化した議会の最高規範として「議会基本条例」を定めることと
しました。

　令和元年11月に甲府市議会として初めて開催した「市民と議会の交流会」に引き続き、今回は、
新型コロナウイルス感染対策を行いながら、高校生との交流会を開催しました。
　高校生の目線や視点から、未来の甲府がどのようになって欲しいのか、もっと住みやすくする
にはどうすれば良いのかなどについて意見交換を行い、様々な意見をいただきました。
　また、参加された生徒からは、「地域について考える良い機会になった」「初めて議員さんと直接
話すことができて身近に感じた」などの感想もいただきました。

　甲府市議会では、現在、「議会基本条例特別委員会」において、グループ形式（ワークショップ）を
中心とした議員間討議により議会の役割や機能充実における理解を深め合い、研究を進めながら、
令和3年6月の議会基本条例の制定を目指しています。

・議会・議員の活動規則
・住民と議会の関係
・市長（執行機関）と議会（議決機関）の関係
・議会の運営
・議会の体制整備　など

―議会基本条例の内容―

議会基本条例の提案に向けた今後の流れ

令和3年6月

本会議に条例案を
提出・議決

令和3年5月

条例骨子の条文化

令和3年4月

条例骨子に対する
市民意見募集

（パブリックコメント）

令和2年9月～令和3年3月

条例骨子の検討
（ワークショップ）

議会基本条例議会基本条例 目指しています！制定

東海大学付属甲府高等学校
12
月
21
日（
月
）

午
前
10
時
〜

（
大
会
議
室・図
書
室
）

３
年
生
の
生
徒
40
名
と

意
見
交
換

市立甲府商業高等学校
12
月
18
日（
金
）

午
後
４
時
〜（
商
友
館
）

３
年
生
の
生
徒
11
名
と

意
見
交
換

“現在   の社会・未来   の甲府”に想うこと
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無料アプリ「マチイロ」を
利用して、スマートフォン
などで、いつでも甲府市議
会だよりがお読みいただけ
ます。
※�通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

甲府市議会は、12 月定例会を 11 月 30 日から 12 月 11 日までの 12 日間の
日程で行いました。

令和 2 年度甲府市一般会計補正予算（第 11 号）、甲府市市立学校設置条例の
一部を改正する条例制定についてなど、市長から提案された 27 案件を審議し、 
すべて可決・諮問のとおり決定しました。

主な条例は、甲府市市立学校設置条例の一部を改正する条例制定についてで、リニア中央新幹線の整備に伴い、
中道北小学校を移転するため改正を行うものです。

主な補正予算は、令和 2 年度甲府市一般会計補正予算（第 11 号）で、ふるさと甲府応援寄付金の増加に伴う
地域振興基金積立金の増額等の補正となっています。

の概要
12月
定例会

10月 7 日（水）	 甲府商工会議所と新型コロナウイルス感染症
10月 8 日（木）	 対策特別委員会の意見交換会
10月12日（月）	 議会基本条例特別委員会、正副委員長会議
10月15日（木）	 会派代表者会議
10月20日（火）	 関東市議会議長会
10月21日（水）	 リニア・公共交通調査研究会、
	 中核市議会議長会
10月22日（木）	 議会基本条例特別委員会
10月26日（月）	 議会制度調査研究会、民生文教委員会
10月27日（火）	 まちづくり調査研究会視察、
	 山梨県市議会議長会
11月 2 日（月）	 議会基本条例特別委員会
11月 5 日（木）	 全国市議会議長会
11月 6 日（金）	 	広報委員会、新型コロナウイルス感染症対策	

特別委員会
11月 9 日（月）	 議会基本条例特別委員会
11月12日（木）	 都道府県庁所在都市議長会
11月13日（金）	 会派代表者会議、議会運営委員会
11月16日（月）	 議会制度調査研究会視察
11月18日（水）	 議会制度調査研究会
11月19日（木）	 議会基本条例特別委員会
11月20日（金）	 総務委員会、議会運営委員会
11月25日（水）	 議会運営委員会、会派代表者会議、
	 議会基本条例特別委員会

11月30日（月）	 	12月定例会開会、本会議（提案理由の説明、総務・	
民生文教委員会付託）、総務・民生文教委員会、
本会議（総務・民生文教委員長報告、討論、採決）、
広報委員会

12月 3 日（木）	 本会議（質疑及び市政一般質問）
12月 4 日（金）	 会派代表者会議
12月 7 日（月）	 議会運営委員会、本会議（質疑及び市政一般質問、
	 提案理由の説明、各常任委員会付託）
12月 8 日（火）	 常任委員会（総務・民生文教）
12月 9 日（水）	 常任委員会（経済建設・環境水道）
12月11日（金）	 	議会運営委員会、本会議（各常任委員長報告、	

討論、採決、提案理由の説明、民生文教委員会付
託）、民生文教委員会、本会議（民生文教委員長
報告、採決、新型コロナウイルス感染症対策特
別委員長中間報告）、12月定例会閉会、	
会派代表者会議、広報委員会

12月18日（金）	 市民と議会の交流会（市立甲府商業高等学校）
12月21日（月）	 市民と議会の交流会（東海大学付属甲府高等学校）
12月22日（火）	 民生文教委員会
12月23日（水）	 議会基本条例特別委員会
12月24日（木）	 総務委員会
12月25日（金）	 経済建設委員会行政視察
令和3年
1月 6 日（水）	 広報委員会

議 会 日 誌

3月定例会の予定
月 火 水 木 金 土 日

2/22 23 24 25 26 27 28
本会議（開会）

3/1 2 3 4 5 6 7
休　会 休　会 本会議（市政一般質問）

8 9 10 11 12 13 14
常任委員会 休　会 本会議 予算特別委員会

15 16 17 18 19 20 21
予算特別委員会

22 23 24 25 26 27 28
休　会 本会議（閉会）

　本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う3日間はNNS（10ch）やインターネットによる中継
のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。
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市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質問
　
樋
口
市
政
２
期
目
の
後
半
に

あ
た
り
、「
こ
う
ふ
未
来
創
り
重

点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」の
今

後
の
推
進
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
市
長
就
任
２
期
目
の
負
託
を

い
た
だ
い
た
以
降
は
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
に
元
気
を
プ
ラ
ス
し
、
甲

府
の
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
を
市
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て

乗
り
切
る
た
め
に
「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
定
着
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
中

長
期
的
な
事
業
推
進
を
視
野
に
入
れ
る

中
で
、「
こ
う
ふ
未
来
創
り
重
点
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の
各
種
施
策

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
新
た
な
施
策

展
開
に
も
意
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
方
の
声
を
市

政
推
進
の
大
切
な
原
動
力
と
し
、「
子
ど

も
」
か
ら
「
女
性
」「
シ
ニ
ア
」
の
全

て
の
人
た
ち
が
健
康
で
活
躍
で
き
る
よ

う
生
き
が
い
と
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
故
郷
こ
う
ふ
」
創

り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
の 

進
捗
状
況
と
展
望
に
つ
い
て

質問
　
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
５

路
線
７
工
区
の
進
捗
状
況
と
、

「
甲
府
市
立
地
適
正
化
計
画
」と
連
携
し
た

道
路
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
都
市
計
画
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
中
心

市
街
地
と
各
地
を
結
ぶ
放
射
・
環
状
の

都
市
活
動
軸
と
な
る
幹
線
道
路
を
主
体

に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
城
東
三
丁
目
敷
島
線
の
一

部
、
来
年
度
は
住
吉
四
丁
目
善
光
寺
線
、

高
畑
町
昇
仙
峡
線
の
一
部
の
事
業
認
可

を
取
得
す
る
予
定
で
あ
り
、
特
に
池
田

通
り
は
、
歩
道
幅
員
が
極
め
て
狭
く
、

安
全
性
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
た
め
先

行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
甲
府
市
立
地
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
、
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
機

能
等
の
都
市
機
能
や
生
活
利
便
機
能
を

地
区
拠
点
等
に
集
約
し
、

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
そ
の

周
辺
に
居
住
を
誘
導
し
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
つ

い
て　
他

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質問
　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、

市
長
２
期
目
の
後
半
を
迎
え
る

令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
と
、
そ
の
予

算
編
成
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
は
、

「
こ
う
ふ
未
来
創
り
重
点
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
に
掲
げ
た
施

策
等
を
更
に
推
進
・
充
実
さ
せ
、
地
域

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
お
い
て
互
い
に

つ
な
が
り
支
え
合
う
中
で
、
一
人
ひ
と

り
が
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
市
税
収
入
の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
市
税
等
の
減
収
を
補
填

す
る
あ
ら
ゆ
る
制
度
を
活
用
し
財
源
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の
優

先
度
を
見
極
め
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
を
指
示
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
効
率

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
ふ
開
府
５
０
０
年
記
念 

事
業
の
効
果
と
信
玄
公
生
誕 

５
０
０
年
の
取
組
に
つ
い
て

質問
　

こ
れ
ま
で
の
こ
う
ふ
開
府…

５
０
０
年
記
念
事
業
に
よ
る…

効
果
と
、
本
市
と
し
て
信
玄
公
生
誕…

５
０
０
年
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

答弁
　
こ
う
ふ
開
府
５
０
０
年
記
念

事
業
を
通
じ
、
甲
府
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
ス
ピ
ー
チ
等
を
未
来
へ
残
す
べ
き

レ
ガ
シ
ー
事
業
と
し
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
光
客
増
加

等
に
よ
る
消
費
額
が
93
億
円
も
の
波
及

効
果
を
も
た
ら
す
な
ど
、
経
済
面
に
お

い
て
も
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
信
玄
公
生
誕
５
０
０
年
に
つ
い
て
は
、

山
梨
県
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
、

信
玄
公
や
武
田
家
に
ま
つ
わ
る
常
設
企

画
展
な
ど
、
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
信
玄
公
生
誕
の
日

で
あ
る
11
月
３
日
を
大
切
な
記
念
日
と

捉
え
、
賑
わ
い
と
魅
力

の
創
出
等
に
つ
な
が
る

事
業
を
着
実
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

リ
ニ
ア
駅
か
ら
富
士
山
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
方
法
に
つ
い
て　
他

※一問一答…一問ごとに質疑応答を行う。　分割…質問項目ごとに質疑応答を行う。　一括…質問項目すべてを質問し、一括で答弁を行う。

政友クラブ
代表質問（分割）

池谷　陸雄

創政こうふ
代表質問（一括）

清水　　仁

12月
定例会

質問席にアクリル板を設置したため、マスクの着用は任意としました。
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本
市
の
第
二
期
総
合
戦
略
及
び

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
更
な
る
課
題

に
つ
い
て

質問
　
市
民
の
意
識
を
取
り
入
れ
た

総
合
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
よ
る
見
直
し
と
、
構
造
改
革
特
区
の

活
用
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
全
国
を
席
巻
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、

地
方
移
住
や
２
拠
点
化
へ
と
関
心
が
シ

フ
ト
す
る
な
ど
生
活
様
式
や
経
済
活
動

に
変
化
を
も
た
ら
し
、
人
口
減
少
対
策

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
な
る
こ
と

か
ら
、
総
合
戦
略
の
推
進
に
お
い
て
は
、

市
民
実
感
度
調
査
や
「
地
域
創
生
戦
略

会
議
」
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
る
中
、

適
時
・
的
確
に
見
直
し
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
構
造
改
革
特
区
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
特
区
の
誕
生
に
よ
っ
て
そ
の
規

制
緩
和
が
全
国
的
に
広
が
り
法
の
再
整

備
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
ま

ち
づ
く
り
へ
の
影
響
や
有
効
性
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
す
る
中
で
、
引
き
続
き

注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

質問
　
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に

つ
い
て
、
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
や
「
未
来
の
教
室
」
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
る
Ｅ
ｄ…

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
を
活
用
し
た
学
習
の
継
続
や

学
習
ス
タ
イ
ル
の
転
換
等
の
先
進
的
な

取
組
に
対
す
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
「
一
人
一
台
端
末
」
時
代
の

到
来
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、

子
ど
も
た
ち
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、「
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
の
な
い
、
公
正
で
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
、

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
に
計
画

的
・
組
織
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
校

教
育
の
変
化
へ
の
対
応
に
努
め
る
中
で
、

文
部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
も
と
よ
り
、
総
務
省
の
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
事
業
や
経
済
産
業
省
の
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
導
入
支
援
に

係
る
諸
事
業
な
ど

関
係
省
庁
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、

教
育
の
情
報
化
に

取
り
組
み
、
更
な

る
教
育
の
質
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」の
新
設

に
つ
い
て

質問
　
本
市
の
窓
口
に
お
い
て
「
お

く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た

際
の
各
種
手
続
き
を
一
元
化
し
、
ご
遺

族
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
現
在
本
市
は
、
死
亡
に
関
す

る
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
案
内

を
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
関
係
者
、

ま
た
は
ご
遺
族
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す

が
、「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
そ

れ
を
更
に
発
展
さ
せ
、
市
民
に
寄
り
添

い
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
窓
口
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
の
フ
ロ
ー
等
を
確
認

し
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
設
計
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
幅
広
い
制
度
・

手
続
き
へ
の
知
見
を
持
つ
職
員
の
確

保
・
育
成
も
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

課
題
も
あ
る
た
め
、
今
後
、
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
児
の
早
期
発
見
・

早
期
支
援
に
つ
い
て

質問
　

発
達
障
が
い
児
の
早
期
発

見
・
早
期
支
援
に
対
す
る
、
現

状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
マ
イ
保
健
師
等
に
よ
り
、
健

康
診
査
で
の
子
ど
も
の
行
動
観

察
や
保
護
者
へ
の
寄
り
添
っ
た
相
談
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
公
立
保
育
所
で

は
、
保
育
士
が
発
達
特
性
な
ど
の
共
通

の
視
点
を
持
つ
こ
と
で
早
期
の
気
づ
き

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
発
達
に
不
安
の
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
と
の
連
携
に

よ
り
、「
す
こ
や
か
相
談
」
等
を
通
じ
た

適
切
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
発
達

障
が
い
が
認
め
ら
れ
る
お
子
様
に
対
し

て
は
、
適
切
に
医
療
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
に
つ
な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
的
確
で
切
れ
目
の
な
い
継
続
的
な

支
援
を
行
い
、
発
達
障

が
い
の
あ
る
方
や
そ
の

ご
家
族
等
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

日
本
女
性
会
議
２
０
２
１
in
甲
府
に

つ
い
て　
他

公明党
代表質問（分割）

長沢　達也

こうふ未来
代表質問（分割）

廣瀬　集一

質問席にアクリル板を設置したため、マスクの着用は任意としました。
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高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

質問
　

本
市
の
調
査
に
対
し
、高
齢

者
の
３
割
が「
暮
ら
し
が
苦
し

い
」と
答
え
た
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、次
期
甲
府
市
高
齢
者
支
援
計
画
や

施
策
に
生
か
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答弁
　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
、
前
回

と
同
程
度
の
約
３
割
の
方
が
「
暮
ら
し

が
苦
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
と
の
回
答

結
果
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
す

る
中
、
健
康
・
医
療
・
介
護
な
ど
へ
の

将
来
的
な
不
安
感
等
も
一
つ
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
期
甲
府
市
高
齢

者
支
援
計
画
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

将
来
へ
の
様
々
な
不
安
感
を
取
り
除
け

る
よ
う
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
よ

る
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や
、
地

域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
取
組
を
推
し

進
め
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
た

計
画
と
し
て
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

拡
大
の
抑
止
に
つ
い
て

質問
　
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施

設
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
校
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
れ
ば
多
大
な
影
響
が
出

る
施
設
等
に
、
定
期
的
な
「
社
会
的
検

査
」
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
医
療
機
関
や
高

齢
者
施
設
等
に
お
い
て
、
発
熱

等
症
状
の
あ
る
方
は
速
や
か
に
検
査
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
陽
性
者
や
濃
厚

接
触
者
が
確
認
さ
れ
感
染
拡
大
や
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、

柔
軟
に
検
査
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
し

て
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
者
施
設
等
に
新
た
に
入

所
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
検
査
費
用

の
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
今
定
例
会
に

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
国
・
県
や
医
療
機
関
等
と

も
緊
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
感
染
予

防
と
感
染
拡
大
防
止

に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

中
小
企
業
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て　
他

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
防
止 

対
策
及
び
感
染
時
の
対
応
等 

に
つ
い
て

質問
　

市
立
甲
府
病
院
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
感
染
予
防
・
防
止
対

策
と
感
染
確
認
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答弁
　
病
院
職
員
に
つ
い
て
は
、
検

温
や
手
指
消
毒
は
も
と
よ
り
、

感
染
流
行
地
域
へ
の
移
動
の
自
粛
要
請

や
防
護
具
等
を
着
用
し
た
診
療
な
ど
、

感
染
予
防
・
防
止
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
倦
怠
感
等
が
あ
る
職
員
は
、

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
速
や
か
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

就
業
の
制
限
を
行
い
、
感
染
確
認
後
は

14
日
間
の
就
業
制
限
と
健
康
観
察
に
加

え
、
偏
見
等
が
な
い
よ
う
職
場
内
で
の

徹
底
や
感
染
し
た
職
員
に
対
す
る
心
の

ケ
ア
等
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
保
健
所
と
連
携
し
感
染
経

路
の
解
明
や
濃
厚
接
触
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
を
早
急
に
行
う
と
と
も
に
消
毒
を

行
う
な
ど
、
院
内
感
染
の
拡
大
防
止
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
増
員
及
び
あ
す
な
ろ
学
級
の

増
設
に
つ
い
て

質問
　
市
内
の
小
中
学
校
36
校
を
１

人
で
担
当
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
と
、
あ

す
な
ろ
学
級
の
西
部
地
域
へ
の
設
置
を

求
め
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
児
童
・
生
徒
及
び
家
庭
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
例
に
応

じ
て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
は
じ
め
、
他
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
教

職
員
、
あ
す
な
ろ
学
級
、
家
庭
相
談
員

等
と
連
携
し
て
対
応
し
て
お
り
、
今
後

も
、
現
行
の
多
職
種
連
携
型
の
相
談
・

支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
あ
す
な
ろ
学
級
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

実
態
に
基
づ
い
た
総
合
的
な
不
登
校
対

策
を
講
じ
る
中
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
推
移
を
見
な
が
ら
、利
用
希
望
者
が
増

え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

地
域
的
な
利
便
性
も

考
え
、西
部
地
域
へ

の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

公
共
性
の
高
い
市
道
の
街
路
灯
及
び

甲
府
城
周
辺
の
街
路
灯
に
つ
い
て　
他

日本共産党
代表質問（分割）

清水　英知

こうふクラブ
代表質問（分割）

山田　弘之

質問席にアクリル板を設置したため、マスクの着用は任意としました。
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避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ
の
設
置
に

つ
い
て

質問
　
避
難
所
内
に
テ
レ
ビ
を
設
置

し
、
災
害
情
報
が
視
聴
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
避
難
所
の
運
営

に
欠
か
せ
な
い
条
件
だ
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
被
災
時
に
臨
時

回
線
を
引
き
避
難
所
で
テ
レ
ビ

を
視
聴
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、
災

害
が
発
生
し
て
い
な
い
時
点
で
も
災
害

情
報
等
を
取
得
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
等

の
設
置
を
求
め
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
が

可
能
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
視
聴
場
所

を
定
め
開
放
す
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
本
市
教
育
委
員
会
に

お
い
て
高
速
大
容
量
の
校
内
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
避
難
所
と
し
て
体
育
館
を
利
用
す

る
際
に
災
害
情
報
等
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

避
難
所
に
お
け
る
情
報
収
集
手
段
の
確

保
に
関
す
る
具
体
的
な
運
用
方
法
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
資
源
に
関
す
る
教
育
と
啓
発

活
動
の
推
進
に
つ
い
て

質問
　
甲
府
市
民
が
誇
り
と
す
る
良

質
な
水
を
守
る
取
組
を
推
進
す

る
た
め
、
水
資
源
へ
の
理
解
と
水
の
大

切
さ
を
教
え
る
教
育
に
関
す
る
環
境
副

読
本
を
作
成
し
学
校
等
に
配
布
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
水
源
林
植
樹
の

集
い
等
に
よ
り
水
源
環
境
の
保

全
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
資
源

に
関
す
る
小
冊
子
と
し
て
「
水
滴
く
ん

と
雫
ち
ゃ
ん
の
水
の
旅
」
等
を
作
成
し

啓
発
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
更
な
る
水
資
源
へ
の
学
習
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
内
容
を
よ
り

充
実
さ
せ
た
教
育
小
冊
子
の
作
成
と
配

布
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
て
お

り
、
市
内
の
小
学
校
の
ほ
と
ん
ど
が
平

瀬
浄
水
場
へ
校
外
学

習
に
来
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
学
習
の
際
な
ど

に
活
用
で
き
る
よ
う
、

令
和
３
年
度
か
ら
の

配
布
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

重
度
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用

料
助
成
制
度
に
つ
い
て　
他

中
道
北
小
学
校
の
建
設
に
つ
い
て

質問
　
新
学
校
施
設
の
特
徴
と
、
道

路
整
備
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答弁
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に

伴
う
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
３
月
に
工
事
が
完
了

し
、
翌
４
月
か
ら
開
校
す
る
予
定
で
す
。

　
施
設
の
主
な
特
徴
は
、
校
舎
と
中
庭

の
一
体
的
な
利
用
を
可
能
と
す
る
こ
と

で
、
合
唱
や
児
童
会
行
事
な
ど
を
想
定

し
た
学
年
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
の
場

を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
児
童
が
本
を

身
近
に
感
じ
、
意
欲
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
校
舎
の
中
心
に
図
書
室
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
廊
下
や
階

段
の
幅
を
広
く
設
け
、
開
放
的
な
雰
囲

気
の
も
と
、
読
書
を
は
じ
め
多
目
的
に

活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
防
音
対
策
と
し
て
二
重
サ
ッ

シ
等
を
用
い
る
な
ど
、
よ
り
良
好
な
教

育
環
境
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、隣
接
道
路
の
整
備
は
、令
和
４

年
度
ま
で
の
間
、中
央
自
動
車
道
の
側
道

か
ら
現
在
の
小
学
校
入
口
交
差
点
ま
で

の
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
歩
道
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。工
事
の
安
全
対

策
は
、作
業
エ
リ
ア
と
歩
行
者
用
通
路
を

バ
リ
ケ
ー
ド
で
分
離
し
、児
童
の
登
下
校

や
児
童
館
へ
移
動
す
る
際
に
回
り
道
を

す
る
こ
と
な
く
歩
行
者
が
安
全
に
通
行

で
き
る
環
境
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、朝

の
工
事
は
登
校
確
認

後
に
開
始
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質問
　
民
間
と
連
携
し
た
空
き
家
対

策
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
年
９
月
に
は
、
自
治
体
及

び
各
専
門
家
団
体
等
で
構
成
さ

れ
る
山
梨
県
空
き
家
等
対
策
市
町
村
連

絡
調
整
会
議
に
お
い
て
「
や
ま
な
し
空

き
家
相
談
手
帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
相
談
手
帳
を
も
と
に
、

本
市
の
各
種
助
成
制
度
も
併
せ
て
紹
介

す
る
中
で
、
空
き
家
の
利
活
用
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
本
市
独
自

の
啓
発
冊
子
を
作
成
し
、
空
き
家
情
報

提
供
制
度
に
お
い
て
判
明
し
た
所
有
者

等
に
対
し
、
空
き
家
の
利
活
用
に
向
け

た
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

対
応
策
に
つ
い
て

政友クラブ
一般質問（分割）

鈴木　　篤

政友クラブ
一般質問（分割）

鮫田　光一

質問席にアクリル板を設置したため、マスクの着用は任意としました。
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市
道
国
玉
通
り
線
に
つ
い
て

質問
　
国
玉
通
り
線
の
整
備
に
お
け

る
、こ
れ
ま
で
の
対
応
状
況
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
、ま
た
、全
線
開
通

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果

が
期
待
で
き
る
か
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
平
成
４
年
度
に
地
元
自
治
会

連
合
会
よ
り
道
路
建
設
の
要
望

を
受
け
、
平
成
５
年
度
か
ら
事
業
に
着

手
し
、
平
成
16
年
度
に
は
一
部
区
間
の

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
地
価
の
下

落
な
ど
の
影
響
に
よ
り
事
業
が
長
期
化

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
般
、
地
権
者
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
と
地
元
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
本
年
10
月
に
全
て
の
用
地
・

補
償
契
約
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
玉
通
り
線
の
開
通
は
、
渋
滞
緩
和

や
本
市
の
経
済
活
動
等
に
貢
献
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
や
、
賑
わ
い
と
活

力
の
創
出
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
期
待

さ
れ
る
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

４
年
度
内
の
早
期
供
用
開
始
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
と
教
員
の 

負
担
軽
減
に
つ
い
て

質問
　
給
食
費
徴
収
は
、
学
校
や
教

職
員
に
か
な
り
の
負
担
が
か
か

り
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
す
る
に
は
、
公
会
計
へ
の
移
行
や

専
門
的
な
徴
収
員
の
雇
用
な
ど
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
学
校
現
場
か
ら
の
様
々
な
声

も
聞
く
中
で
状
況
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
他
都
市
の
状
況
や
先
進

都
市
の
導
入
事
例
等
を
調
査
し
、
公
会

計
に
移
行
し
た
場
合
の
経
費
や
人
員
配

置
等
の
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
結
果
か
ら
、
学
校
給

食
費
の
公
会
計
化
は
、
授
業
改
善
の
時

間
や
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
に
も
つ
な
が
り
、
教
員
の
負
担
軽

減
に
資
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
公
会
計
化
に
あ
た
っ
て
債

権
管
理
な
ど
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々

な
課
題
も
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
の
整
理
に
つ
い
て

更
に
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

午
前
５
時
間
授
業
に
つ
い
て　
他

甲
府
駅
前
及
び
中
心
街
の
活
性

化
に
つ
い
て

質問
　
甲
府
駅
前
の
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ

ラ
出
店
に
連
携
・
連
動
し
た
本

市
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ

れ
を
契
機
と
し
た
甲
府
駅
周
辺
及
び
中

心
街
に
お
け
る
民
間
活
力
を
活
か
し
た

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
の
出
店
の

効
果
を
点
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
中
心
市
街
地
全
体
の
エ
リ
ア
価

値
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
側

と
の
情
報
交
換
や
、
周
辺
商
店
街
か
ら

の
要
望
を
お
伺
い
す
る
中
で
、
甲
府
駅

を
中
心
に
、
周
辺
商
業
エ
リ
ア
の
賑
わ

い
の
創
出
や
回
遊
性
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
と
の
連
携
を
図
る
中
で

今
後
は
、
官
民
の
様
々
な
人
材
が
集
積

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
や
共

有
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
な
ど
、
官
民
が
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て

質問
　

地
域
猫
活
動
推
進
の
た
め
、

ど
の
よ
う
に
地
域
や
団
体
と
連

携
・
連
動
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
市
立
動
物
園
の
再
整

備
計
画
を
契
機
と
し
た
連
携
・
連
動
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
地
域
猫
活
動
の
内
容
を
周
知

す
る
た
め
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、

地
域
に
お
い
て
動
物
愛
護
推
進
員
が
猫

の
習
性
や
特
性
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
活
発
に
活
動
す
る
地
域
を
支
援

す
る
た
め
、
保
護
器
の
貸
出
し
や
不
妊

去
勢
手
術
費
用
に
係
る
更
な
る
負
担
の

軽
減
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
立
動
物
園
と
獣
医
師
相
互

の
連
携
・
交
流
の
も
と
、
将
来
的
に
は

園
の
イ
ベ
ン
ト
と
同
時
に
保
護
し
た
犬

猫
の
譲
渡
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
動
物
愛
護
の

推
進
が
更
に
深
ま
る
取

組
を
検
討
し
、
人
と
動

物
が
共
生
で
き
る
社
会

づ
く
り
の
更
な
る
推
進

に
努
め
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
財
源
確
保
と
、

民
間
と
の
連
携
に
よ
る
公
共
施
設
等

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て　
他

創政こうふ
一般質問（分割）

天野　　一

創政こうふ
一般質問（分割）

寺田　義彦

質問席にアクリル板を設置したため、マスクの着用は任意としました。
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
い
た
る
相
談
・

検
査
体
制
の
変
更
へ
の
対
応
に

つ
い
て

質問
　
相
談
・
検
査
体
制
の
ス
キ
ー

ム
変
更
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
で
の
流
れ
が
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
数
と
、
本
市
保
健
所
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答弁
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
は
、

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
た
上
で
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
に
お
い
て
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
日
頃

か
ら
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
へ
電
話

で
相
談
し
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
と

な
っ
て
お
り
、
安
心
し
て
受
診
し
て
い

た
だ
け
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
甲
府
市
医
師
会
等
の
ご
協
力

を
い
た
だ
く
中
、
市
内
の
診
療
・
検
査

医
療
機
関
等
に
お
い
て
、
１
日
80
件
以

上
の
検
査
が
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
甲
府
市
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
に

係
る
業
務
が
減
少
し
、
保
健
所
の
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
混
乱
な

く
新
た
な
相
談
・
受
診
・
検
査
体
制
に

移
行
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
安
全
・
安
心
な
利
用

と
自
転
車
保
険
加
入
の
促
進
を

求
め
る
取
組
に
つ
い
て

質問
　
令
和
２
年
10
月
１
日
よ
り
自

転
車
保
険
の
加
入
を
義
務
化
す

る
山
梨
県
条
例
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は

自
転
車
の
安
全
・
安
心
な
利
用
と
自
転

車
保
険
の
加
入
促
進
等
へ
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答弁
　
山
梨
県
の
条
例
制
定
に
併
せ
、

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
へ
自
転

車
保
険
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ

た
ほ
か
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た
情

報
発
信
や
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
、

広
く
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
教
室
を
実
施
す
る

中
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
加
え
、
自
転
車
保
険
等
へ
の

加
入
に
つ
い
て
も
指

導
し
て
お
り
、今
後
も

山
梨
県
等
と
連
携
し

様
々
な
機
会
を
通
じ

て
加
入
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

行
政
手
続
き
等
の
押
印
廃
止
に
つ
い

て　
他

感
染
拡
大
の
抑
制
に
向
け
た 

市
民
意
識
の
啓
発
に
つ
い
て

質問
　
市
民
に
感
染
拡
大
防
止
策
を

伝
え
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
独
自
の
注
意
喚
起
策
と

し
て
「
加
湿
と
換
気
」、「
気
分

転
換
と
気
配
り
」、「
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー

ン
認
証
施
設
」、「
検
温
、
検
針
、
健
康

管
理
」、「
小
（
こ
）
人
数
で
短
時
間
、

個
別
料
理
」
の
５
つ
の
視
点
を
「
か
・

き
・
く
・
け
・
こ
」
を
頭
文
字
に
し
た

「
冬
の
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
対
策
」
と
し
て

情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
治
体
版
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に

つ
い
て

質問
　
国
が
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
市
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
人
材
確
保
と

横
断
的
な
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
国
は
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍

の
到
来
で
行
政
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

推
進
を
重
要
視
し
、
地
方
自
治
体
に
お

い
て
は
社
会
課
題
に
対
応
し
た
新
し
い

行
政
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
全
庁
的
な
取
組
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
織
横
断
体
制

の
構
築
や
適
切
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用

を
提
案
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に

つ
い
て

質問
　
積
極
的
に
電
子
申
請
を
拡
大

す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
業
務
が

電
子
申
請
で
き
る
か
全
庁
的
に
調
査
し
、

担
当
課
か
ら
提
案
を
受
け
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
電
子
申
請
で
事
務
作
業
が
軽

減
さ
れ
、
捻
出
し
た
時
間
・
人

材
・
財
源
を
住
民
に
寄
り
添
う
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
充
て
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
電
子
申

請
を
拡
大
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
向
上
に
努
め
る
た
め
、
全
庁
的
な
調

査
及
び
改
善
提
案
に
つ
い
て
は
、
申
請

を
電
子
化
す
る

た
め
に
必
要
な

押
印
の
見
直
し

と
と
も
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

公明党
一般質問（分割）

中村　明彦

こうふ未来
一般質問（一括）

神山　玄太

質問席にアクリル板を設置したため、マスクの着用は任意としました。
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民生文教
委 員 会

委員長：神山玄太　副委員長：寺田義彦
委　員：池谷陸雄　原田洋二　長沼達彦
　　　　山中和男　植田年美　木内直子

（11月30日審査）
◆議案第140号　甲府市学校職員給与条例の一部を改正する条例制定について
　コロナ禍であるからこそ、懸命に教育に携わっている学校職員の期末手
当の支給割合を引き下げるべきではないことから反対であるとの意見があ
りましたが、採決の結果、多数をもって当局原案のとおり可決するものと
決しました。
（12月8日審査）
◆議案第126号　令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第5号）
　マイナンバーカードを活用した健康保険証の資格確認は個人情報漏えい
の懸念があることから反対であるとの意見と、患者の利便性の向上や病院
職員の事務負担軽減につながることから賛成であるとの意見があり、採決
の結果、多数をもって当局原案のとおり可決するものと決しました。
◆議案第146号　令和2年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）
　一般職員の期末手当支給割合の引下げを含む予算であることから反対で
あるとの意見がありましたが、採決の結果、多数をもって当局原案のとお
り可決するものと決しました。
◆議案第128号　甲府市光風寮条例を廃止する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、移管によ
るメリットを生かし、中長期的な視点での支援に努めるよう求める意見が
ありました。
◆議案第141号　財産の取得について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、小中学校
等への一人一台端末の導入にあたっては、教職員への研修や通信ネットワ
ークの検証等、万全な体制で進められるよう求める意見や、保守経費の増
大に留意していくよう求める意見がありました。
◆�議案第124号　令和2年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
2号）　他4案

　5案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するものと
決しました。
（12月11日審査）
◆議案第147号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第13号）
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、本事業の
通知発送時には、併せて他の支援制度についても周知に努めるよう求める
意見がありました。

経済建設
委 員 会

委員長：天野　一　副委員長：中村明彦
委　員：荻原隆宏　岡　政𠮷　坂本信康
　　　　望月大輔　川崎　靖　清水英知

（12月9日審査）
◆�議案第135号　指定管理者の指定について（甲府市
勤労者福祉センター）
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決し
ましたが、安定的な運営のためにも会員の増加に向け
た支援を求める意見がありました。
◆�議案第123号　令和2年度甲府市一般会計補正予算
（第11号）中経済建設委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決し
ましたが、ブドウ晩腐病の被害を受けた農家に対して
は、山梨県やJA山梨みらい等と連携し包括的な支援
体制を構築する中で、恒久的な支援に努めるよう求め
る意見がありました。
◆議案第136号　市道路線の廃止について　他3案
　4案については、いずれも全員異議なく当局原案の
とおり可決するものと決しました。

環境水道
委 員 会

委員長：小沢宏至　副委員長：深沢健吾
委　員：鈴木　篤　金丸三郎　兵道顕司
　　　　堀とめほ　藤原伸一郎　山田弘之

（12月9日審査）
◆議案第131号　甲府市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、利用者の
利便性や収納率の向上に寄与するための方策について検討していくよう求
める意見がありました。
◆�議案第123号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第11号）中環境水道
委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、指定ごみ
袋については、新たなデザインによりごみの分別に対する意識啓発を図る
よう求める意見がありました。
◆�議案第125号　令和2年度甲府市浄化槽事業特別会計補正予算（第1号）　
他1案
　2案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するものと
決しました。

総　務
委員会

委員長：輿石　修　副委員長：鮫田光一
委　員：小澤　浩　末木咲子　清水　仁
　　　　長沢達也　廣瀬集一　山田　厚

（11月30日審査）
◆�議案第138号　甲府市職員給与条例等の一部を改
正する条例制定について
　中核市としての業務や新型コロナウイルス感染症へ
の対応等により多忙となっている中、期末手当の支給
割合を引き下げることは、本市職員の士気に影響を与
えることから反対であるとの意見がありましたが、採
決の結果、多数をもって当局原案のとおり可決するも
のと決しました。
◆�議案第139号　特別職の職員で常勤のものの期末手
当に関する条例の一部を改正する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決し
ました。
（12月8日審査）
◆�議案第145号　令和2年度甲府市一般会計補正予算
（第12号）
　一般職員の期末手当支給割合の引下げを含む予算で
あることから反対であるとの意見がありましたが、採
決の結果、多数をもって当局原案のとおり可決するも
のと決しました。
◆�議案第137号　甲府市事務分掌条例の一部を改正
する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決し
ましたが、組織整備にあたっては、職員に過度な負担
とならないよう進めるとともに、市民周知に努めるよ
う求める意見がありました。
◆議案第132号　財産の取得について　他2案
　3案については、いずれも全員異議なく当局原案の
とおり可決するものと決しました。
◆�諮問第5号　人権擁護委員候補者の推薦について　
他1案
　2案については、いずれも全員異議なく当局諮問の
とおり決定するものと決しました。

常任委員会審査の概要 予算や条例など付託案件を
審査した経過等の概要です。

常任委員長
報 告 要 旨
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令和 2 年 12 月定例会 審議結果

《甲府市議会会派》
政友クラブ　◎池谷陸雄　荻原隆宏　原田洋二　鈴木　篤
　　　　　　　岡　政𠮷　坂本信康　長沼達彦　小澤　浩
　　　　　　　末木咲子　深沢健吾　鮫田光一
創政こうふ　◎清水　仁　金丸三郎　輿石　修　山中和男
　　　　　　　天野　一　小沢宏至　望月大輔　寺田義彦

公　明　党　◎中村明彦　兵道顕司　植田年美　長沢達也
　　　　　　　堀とめほ
こうふ未来　◎廣瀬集一　神山玄太　藤原伸一郎　川崎　靖
日本共産党　◎清水英知　木内直子
こうふクラブ　◎山田　厚　山田弘之� ◎は会派代表者

議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　友
クラブ

創　政
こうふ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

こうふ
クラブ

補
正
予
算

議案第123号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第11号） 12月11日 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第124号 令和2年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第125号 令和2年度甲府市浄化槽事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第126号 令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第5号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 × ×

議案第127号 令和2年度甲府市簡易水道等事業会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第145号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第12号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 × ×

議案第146号 令和2年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 × ×

議案第147号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第13号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条
例
の
制
定・一
部
改
正

議案第128号 甲府市光風寮条例を廃止する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第129号 甲府市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第130号 甲府市市立学校設置条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第131号 甲府市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 × 〇

議案第137号 甲府市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第138号 甲府市職員給与条例等の一部を改正する条例制定について 11月30日 〃 〇 〇 〇 〇 × ×

議案第139号 特別職の職員で常勤のものの期末手当に関する条例の一部を
改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第140号 甲府市学校職員給与条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 × ×

そ
の
他

議案第132号 財産の取得について 12月11日 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第133号 財産の無償譲渡について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第134号 指定管理者の指定について（甲府市甲府駅南口第1自転車駐
車場外1施設） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第135号 指定管理者の指定について（甲府市勤労者福祉センター） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第136号 市道路線の廃止について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第141号 財産の取得について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第142号 工事請負契約の変更契約の締結について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第143号 工事請負契約の変更契約の締結について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第144号 訴えの提起について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問第 5 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃
諮問の
とおり
決定

〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問第 6 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提
出

甲議第18号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例制定について 〃 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲議第19号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書提出について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○賛成　×反対

◎人事案件については、諮問のとおり決定されました。
◆人権擁護委員候補者の推薦について
　雨宮年江　玄間智惠美　（敬称略）
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審議結果 人事案件



市民の声を反映して
請願または議員自らの提案に基づき、議会の意思を決定し提出します。

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書
日本産科婦人科学会のまとめによると、2018年に不妊治療の一つである体外受精で生まれた子どもは
5万6,979人となり、前年に続いて過去最高を更新したことが分かった。これは実に16人に1人が体
外受精で生まれたことになる。また、晩婚化などで妊娠を考える年齢が上がり、不妊に悩む人々が増えて
いることから、治療件数も45万4,893件と過去最高となった。
国においては2004年度から、年1回10万円を限度に助成を行う「特定不妊治療助成事業」が創設
され、その後も助成額や所得制限などを段階的に拡充してきている。また、不妊治療への保険適用もなさ
れてきたが、その範囲は不妊の原因調査など一部に限られている。保険適用外の体外受精や顕微授精は、
1回当たり数十万円の費用がかかり何度も繰り返すことが多いため、不妊治療を行う人々にとっては過重
な経済負担になっている場合が多い状況にある。
厚生労働省は、不妊治療の実施件数や費用などの実態調査を10月から始めているが、保険適用の拡大
及び所得制限の撤廃も含めた助成制度の拡充は、早急に解決しなければならない喫緊の課題である。
そこで、国においては、不妊治療を行う人々が、今後も健康を保持し、安心して治療に取り組むことが
できるよう、次の事項について早急に取り組むことを強く求める。

1　�不妊治療は一人ひとりに最適な形で実施することが重要であるため、不妊治療の保険適用の拡大に当
たっては、治療を受ける人の選択肢を狭めることがないよう十分配慮すること。具体的には、現在、
助成対象となっていない「人工授精」をはじめ、特定不妊治療である「体外受精」や「顕微授精」更
には「男性に対する治療」についてもその対象として検討すること。

2　�不妊治療の保険適用の拡大が実施されるまでの間については、その整合性も考慮しながら、所得制限
の撤廃や回数制限の緩和など既存の助成制度の拡充を行うことにより、幅広い世帯を対象とした経済
的負担の軽減を図ること。

3　�不妊治療と仕事の両立できる環境を更に整備するとともに、相談やカウンセリングなど不妊治療に関
する相談体制の拡充を図ること。

4　不育症への保険適用や、事実婚への不妊治療の保険適用、助成についても検討すること。

提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣

番　　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
　
　
願

第 1 － 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 民生文教 継続審査

第 1 － 4 号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃

第 1 － 5 号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃

第 1 － 6 号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 〃

第 2 － 2 号 治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定等を国に求める請願 総　　務 〃

第 2 －11号「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める意見書」提出の請願 民生文教 〃

令和 2 年 12 月定例会 請願審査結果
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意見書 請願審査結果



甲府市議会ホームページ・Eメール
URL http://www.city.kofu.yamanashi.jp/

shise/gikai/index.html
Email gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉
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今回、市議会だよりの企画ページの編集にあたり、コロナ禍における各現場の「生の声」を
聴く機会や、高校生との意見交流会における高校生から見た「ふるさと甲府への熱い想い」に
触れ、改めて市民のみなさまとのつながりの大切さを実感することができました。
これからも、市議会の活動報告とともに、市民のみなさまとのつながりのツールとなり得る
ような、親しみやすい市議会だよりを目指していきます。
� 広報委員　深沢健吾
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調査・研究活動

各調査研究会　活動報告
甲府市議会では、市議会の活性化を図り、議員の資質向上に資するため、

正副議長を除く議員30名がテーマごとに分かれ、調査・研究活動をしています。

8 月 17日に、元山梨県参与の堀内昭司氏
から「リニア中央新幹線／山梨への起爆点」に
ついてご講演をいただき、9月 10日には、
「中央リニア新幹線建設促進山梨県議会議員
連盟研究委員会」との意見交換会を、更に…
10 月 21日には、山梨交通株式会社の雨宮
正英社長から「甲府市の公共交通の現状と…
課題」についてご講演をいただきました。

リニア・公共交通調査研究会

議会制度調査研究会

具体的な調査・研究のテーマを、「タブレット端末等の ICT
を活用したペーパーレス化について」とし、11月 16日には、
県内で初めてタブレット端末を導入した富士川町議会を視察し
ました。今後は、タブレット端末導入に向けて効果や予算面な
どの調査・研究を行ってまいります。

まちづくり調査研究会

「理想とする甲府」について、委員が様々な情報
を持ちより意見交換を行いながら調査・研究を進
めるとともに、10月 27日には、甲府の魅力を
再発見し、今後のまちづくりに生かしていくため、
昇仙峡やマウントピア黒平、愛宕山などの市内…
現地視察を行いました。




